
フィリピン新民族主義者問盟(臥.YAN) 日本支部の連帯声明

フィリピン新民族主義者同盟 (BAYAN) 日本支部は、安倍首相とその閣僚たちが 5月初

日から 28日にかけての米国大統領ドナノレド・トランプの来日に向けた準備を慌ただしく進

めるなか、 街頭に出てトランプ来日に抗議する日本の人々を強く支持します.そして、 安倍

政権が 日本の民衆の意思に逆らってアメリカ帝国主義との連携を強化し続けていることを弾

劾します.

私たちは、 トランプの来日は期待するものでも、祝う べきものでもないという鮮明な立場

をとっている皆さんを支持するものです。一般の日本とフィリピンの民衆にとっては、トラ

ンプの日本訪問は恥ずべきセレモニーです。 二つの帝国主義国の会談は、過告の悪い記憶を

思い起ιさせ、さらに彼らが今日まで私たち民衆の生活のあらゆる側面を支配するために結

託し続けていることを思い起こさせるものです，

新たに即位した天皇ナノレヒトと会見する最初の国家元首止 しての トランプの来日は、天皇

制を美化するものであるばかりでなく、過去の傷口をこじあけるものです。新天皇ナノレヒト

は、第二次世界大戦期のアジア太平洋における日本の植民地化と戦争犯罪の最高司令官であ

ったヒ ロヒトの孫にあたりますが、私たち民衆に対する自らの犯罪を死ぬまで決して認めな

かった戦争犯罪人の子孫として、 この帝国日本の象徴は賛美できるものではありません。

第二次世界大戦の期間、日本はフィリピンを占領し、7ィリピン民曜に対する戦争犯罪に

手を染めま した。 4年聞の日本のフィリピン占領中、 1∞ 万人以上のフィ リピン人が殺害さ

れ、さらに多くの先人たちが日本軍の手によって、とてつもない苦難を負わされました。さ

らに、数え切れない女性たちが強制的に連行され、性奴隷、いわゆる 『慰安婦Jにさせられ

まLた.他方、米国は戦後、残った社会的インフラを破壊し、日本の撤退後にフィリピンを

占領するというそのミッションの完遂のために数千人以上のフィリピン人を殺害しています。

フィリピンとアジア太平洋地域の民衆は、日本軍とアメリカ帝国主義が犯したこの犯罪と

残虐行為を決して忘れません。しかし、 日本政府は新争被害者に対する公式で明確な謝罪を

行っておらず、その法的責任にもとづいた国家賠償も行っていません。 米国むまた、今固ま

でフィリピン民指のあらゆる生活を支配し続けています.

トランプの日本訪問はまた、アメリカ帝国主義の日本に対する優位性と支配を確認しよう

とするものでもある と思います。 トランプの来日 は 「揺るぎない日米同盟」 ーアジア太平洋

のみならず全世界での覇権を維持するための両帝国主義国にとって重要なパートナーシップ

ーを象徴するものです.

第二次世界大戦での敗北以来、日本はアメリカ帝国主義に追従し続けてきま した.その痕

跡は、日本をこの地域における米国の策動に結びつけ、 日本の人々をアメ日カ帝国主義が支

配できる駒としよ うとする日米軍事同盟の中に打ち込まれています。

アメロ カ帝国主義の支配の下で、日本の支配階級は日本と フィ日ピンの軍事協力の拡大を

狙っています@日本の新安保法制は「集団的自衛権の行使Jを口実にして自衛隊が海外での



戦争に参加することを可能にしました。日本と 7ィロピンは共に米国の同盟国であり 、両国

とも米国のアジア太平洋地域への回帰、アジアにおけるリパランスを支持するよう動員され

てきま Lた.日本はすでに多くの米軍基地を受け入れていますが、それは沖縄・辺野古での

新たな米海兵隊基地の建設策動などさらに鉱大 ・強化され続けています。米国と日本は軍事

一体化を強めていますが、同時に米国は、米比防衛協力強化協定を通してフィリピン全体を

米軍のための巨大な軍事基地に変えようとしています。

日本政府はその軍事的策動の一部として、フィリピン政府との聞で防衛安保協力協定を結

ぼう止しています。それは日本の自衛隊がフィリピン国軍との合同軍事演習に参加するため

の道を掃き滑めようとするものです。 実際、 ドゥテノレテ大統領の就任以来、日本の自衛隊は

フィリピンでのそうした軍事演習への参加を始めています。私たちブイリピン人はそれにも

強く抗議しています。

それゆえ、米国の帝国主義的計画を暴露すると同時に、 トラ ンプ来日に強く反対し、 速

のセレモニーの背後にあるその真の動機を暴館するこ止 こそ唯一の正 しい道です.

私たち BAYAN日本支部はこの闘いにおいて、皆さんおよびすべての日本の民衆とひとつ

です。私たちは歴史を繰り 返させてはなり ません.私たちは共に手を取り合い、米自帝国主

義およびその私たち民衆に対する支配の鉱大・強化策動io倒いつづけねばなりません。同 じ

古くからの民にかかることなく、つねに帝国主義の策動に讐践しなければなりません，団結

した民衆は決して負けることはありません f

トランプ来日反対 F

アジア太平洋における日米軍事同盟の強化反対『
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